
西
新
井
町
自
治
会

だ
よ
り

平
成
十
二
年
十
二
月

自
治
会
広
報
部

【
地
鷲

・
奮

・
火
事

。
親
式
】
書
か
ら
恐
ろ

し
い
代
名
憫
で
し
た
。
今
日
で
も
”
機
に
新
し

い
人
苺
会
拌
戸
を
筆
っ
た
地
震
、
今
で
も
邊
饉

が
続
く
二
宅
島
雄
山
の
噴
大
な
ど
自
然
文
書
が

機
発
し
て
お
り
ま
す
。
何
疇
で
も
防
災
活
動
が

活
か
さ
れ
る
、
そ
れ
は
前
擁
以
外
な
り
ま
せ
ん
。

や
い
当
町
内
に
も
自
ま
力
災
会
が
誕
生
し
て
、

活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

今
月
子
は
、
防
災
静
働
特
集
に
し
ま
し
た
。

ご
意
見
等
有
り
ま
し
た
ら
ご
一
撃
下
さ
い
。

編
集
後
驚
に
代
た
く
　
広
報
部
長
　
小
林
秀
雄

年
度
後
半
活
動
に
つ
い
て

自
澄
会
剌
泰
晨
　
咸
口
　
ぐ

今
年

も

余
す

と

こ
ろ
少

な
く
な

っ

て
ま

い
り
ま

し
た
。
町
内

の
皆

様

に

は
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶

び
申

し
上

げ
ま
す
。

自
治

会

前
半

の
活
動

は
、
皆
様

の

ご
協
力

を
得

て
順
調

に
経
過

す

る

こ

と
が
出
来

ま

し
た
。
紙

上
を

お
借

り

し
て
厚

く

御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

後
半

の
活
動

は
、
現
在
進

行
中

を

含
め
て
次
の
項
目
が
主

で
あ
り
ま
す
。

大
枠
を
報

告

し
皆
様

の
ご

理
解

と
ご

協
力
を
重

ね
て
お
願

い
申

し
上
げ

ま

す
。一

，
十

一
月
中

旬

に
実
施

し
た
、

区
画
整
理
事
業
に
対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果

に
対

し

て
、
最

終
判
断

と
そ

の
対
応

を
進

め

て
ま

い
り
ま
す
。

二
，
自
主
防
災
会
の
夜
警

（
巡
回
）

を
今
年
度

は
総
会

の
決
議

に
よ
り
、

全
家
庭

参

加

に
て

、
年

末
十

二
月

ょ

り
年
初

一
月
ま

で
下
記

日
程

に
て
実

施

い
た

し
ま
す
。
寒

い
中

で
あ

り
ま

す
が
ご

協

力

お
願

い
致

し
ま
す
。

三
，
十

二
月
十

日

（
日
）

に
町
内

一
斉
清

掃

と
十

二
月
十

七
日

（
日
）

自
治
会
館
清
掃
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

四
，
現

在
開
発
さ
れ
た
団
地

三
十

六
区
画

の
世
帯

が
、
来

年
度

に
は
自

治
会

に
加

入
が

予
測
さ

れ
ま

す
。

こ

の
機
会

に
隣

組

の
再
編

成
を
含

め
た

対
策
が

必
要

と
な

っ
て
き
ま
す
。

最
後

に
皆
様

の
声

を
自
治
会

活
動

に
反
映

い
た
し
た

い
と
思

っ
て
お
り
，

ま
す

の
で
、

お
気
づ
き

の
点

な
ど
有

り
ま
し
た

ら
ご
遠
慮

な
く
申

し
出
下

さ

い
。

町
内

皆

々
様

に
は
来

る
新
年

の
ご

多
幸
を
表
心
よ
り
お
祈

り
致

し
ま
す
。

一　
隣
組
長
を
責
任
者
と
し
て
日
程
厳
守
下
さ
い
。

出
発
は
午
後
九
時
よ
り
ｏ
巡
回
コ
ー
ス
は
詳
細

地
図
に
従
っ
て
下
さ
い
。

籍

　

　

一
　

　

理

一
隣
組
　
十
二
月
　
一
日
～
三
日
　
　
長
　
純
〓
一　
　
　
一二
回

一
一　
″
　
　
″
　
　
四
口
～
六
日
　
　
須
永
勇
治
　
　
　
一二
″

〓
一　
″
　
　
″
　
　
七
日
　
　
　
　
　
須
永
幸
次
　
　
　
一
″

四
　
″
　
　
″
　
　
八
日
～
十

一
日
　
中
村
ト
シ
子
　
　
四
〃

五
　
″
　
　
″
　
十
二
日
～
十
六
日
　
須
永

溝
　
　
　
五
″

六
　
″
　
　
″
　
十
七
日
～
二
十
日
　
須
永
武
燿
　
　
　
四
″

十
　
〃
　
　
″
　
一
三

日
～
二
二
日
　
細
堀
　
昭
　
　
　
二
″

一
一
″
　
　
″
　
二
三
日
～
二
六
日
　
田
島
き
く
え
　
　
四
″

一
二
″
　
　
″
　
一
一七
日
～
二
九
日
　
江
泉
隆
昭
　
　
　
一二
〃

一
五
〃
　
　
一
月
　
六
日
～
九
日
　
　
安
藤
富
美
子
　
　
四
〃

〓
ハ
″
　
　
″
　
一
０
日
～
一
一
日
　
柳
田
　
工
　
　
　
二
″

一
人
″
　
　
〃
　
一
二
日
～

一
四
口
　
福
地
敏
泰
　
　
　
一二
″

二
二
″
　
　
″
　
一
五
日
　
　
　
　
　
須
永
房
吉
　
　
　
一
″

二
三
〃
　
　
″
　
一
六
日
～

一
八
日
　
白
石
洋
子
　
　
　
一二
″

二
五
〃
　
　
〃
　
一
九
日
～
二

一
日
　
川
上
啓

一　
　
　
一二
″

二
九
″
　
　
″
　
ニ
ニ
ロ
～
二
四
口
　
堀
口
　
実
　
　
　
一二
″

三
〇
″
　
　
″
　
二
五
日
～
二
六
日
　
漏
沢
　
亨
　
　
　
一
一
″

鶴

　
　
一
一　
　

難

七
隣
組
　
十
二
月
　
一
日
～
二
日
　
　
小
林
秀
震

・
　

ニ
ロ

八
―

一
　
　
″
　
　
一二
日
～
四
口
　
　
一二
沢
正
子
　
　
　
二
〃

八
―
二
　
　
″
　
　
五
日
～
七
日
　
　
佐
藤
テ
ル
子
　
　
一二
″

九
　
〃
　
　
〃
　
　
八
日
～

一
〇
口
　
須
永
張
真
　
　
　
一二
″

一
三
―

一
　

〃
　
一
一
日
～

一
三
日
　
本
村
祐
里
子
　
　
一二
″

一
三
―
一
一　
〃
　

一
四
日
～

一
六
日
　
西
巻
　
茂
　
　
　
一二
″

一
四
″
　
　
〃
　
一
七
日
～

一
八
日
　
広
田
　
実
　
　
　
一
一
〃

一
七
″
　
　
″
　
一
九
日
～
二

一
日
　
小
泉
幸

一
部
　
　
一二
〃

一
九
″
　
　
〃
　
二
二
日
～
二
四
口
　
田
中
茂
美
　
　
　
一二
″

二
〇
″
　
　
″
　
一
一五
日
　
　
　
　
　
青
木
光
男
　
　
　
一
″

二
一
―

一
　

″
　
二
六
日
～
二
八
日
　
須
永

〓
二
　
　
　
一二
〃

二
千
１
二
　
″
　
二
九
日
～

一
月
　
六
日
七
日
　
　
　
一二
宅
率
嬢
　
　
　
一二
″

二
四
〃
　
　
〃
　
　
八
日
～
一
一
日
　
本
村
正
纏
　
　
　
四
”

二
六
″
　
　
″
　

一
二
日
～
一
五
日
　
篠
原
勝
巳
　
　
　
四
〃

二
七
〃
　
　
″
　
一
六
日
～
一
八
日
　
高
橋
　
進
　
　
　
一二
″

二
八
″
　
　
〃
　
一
九
日
～
二
二
日
　
柴
崎
陽

一　
　
　
四
″

進
峰
Ｍ
　
　
”
　
二
三
口
～
二
四
曰
　
小
倉
彦
二
郎
　
　
二
″

須
永
茂
雄
さ
ん

（
元
副
会
長
器
会
計
）

旬
腱
会
々
長

を

櫂
ん
で

須
永
　
曜

日

自
治
会
清
動
の
中
で
薔
キ
を
共
に
し
た
須
ネ
ス
雄
さ
ん
が
七
く
な
ら
ネ
て
、
キ
い
も

の
で
も
う

一
ヶ
月
金
り
が
経
重
し
ま
し
た
。　
一
日
千
承
の
思
い
で
、
わ
た
ち
の
前
に
え

気
な
姿
ぞ
後
澤
さ
れ
る
こ
と
を
、
薇

っ
て
お
り
ま
し
た
の
に
残
全
で
な
り
ま
せ
ん
．

茂
雄
さ
ん
は
自
治
会
予
勁
に
お
い
て
は
、
剌
会
長
や
会
警
と
し
て
、
奮
姜
な
責
務
を

担
い
、
タ
リ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
■
内
の
美
化
清
神
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

生
ネ
あ
真
面
ヨ
さ
ピ
ユ
辱
な
性
格
は
難
か
ら
も
結
額
さ
れ
、
■
内
の
組
崚
と
驀
暴
に

多
大
な
責
献
を
さ
れ
ま
し
た
．

ス
、
他
に
石
上
汁
社
終
代
と
し
て
も
、
教

々
の
や
績
を
上
げ
ら
れ
た
事
は
言
う
ｔ
も

り
ま
せ
ん
。

こ
の
年
代
で
ワ
ー
プ

ロ
に
も
構
竜
さ
れ
、
優
れ
た
企
働
ヒ
教
や
り
討
議
資
料
の
作
嵐
、

工
確
な
結
果
兼
春
の
作
蔵
春
、
塊
凛
の
自
治
会
重
昔
の
基
礎
を
作

っ
た
と
す

っ
て
も
範

す
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
治
会
で
今
ｔ
め
て
い
る
餞
岳
養
理
問
題
に
も
、
凛
い
理
解
を
子
さ
ね
凛
逢
委^
員
の

標
間
に
も
快
く
驚
任
し
て
項
き
ま
し
た
。

■
内
の
え
な
る
書
暴
に
警
熱
を
注
が
れ
て
い
た
茂
雄
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
議
静

勤
に
摘
幸
的
役
劇
を
采
■
し
て
項
き
た
い
と
、
考
え
て
い
ま
し
た
が
違
す
逹
す
も
薦
全

で
な
ヶ
ま
せ
ん
―

率
は
ｌ
汽
準
さ
ん
に
人
生
の
先
革
と
し
て
多
く
の
事
を
学
ざ
ま
し
た
。
・織
を
ス
て
幸

さ
れ
た
誡
実

・
静
力
そ
し
て
優
Ｌ
さ
は
茂
雄
さ
ん
に
量
も
相
鳥
し
い
言
葉
だ
と
思
い
ま

ネ
ｔ
は
、
上
の
成
雄
さ
ん
の
生
前
の
億
恙
を
費
け
篠
ぎ
、
こ
れ
か
ら
の
自
議
会
篭
誉

に
晨
彙
さ
せ
る
と
共
に
、
明
る
く
住
み
良
い
蕎
づ
く
り
に
昴
む

つ
も
り
で
す
。

ネ
普
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
．



駒

新

苺

寄

防

史

十

一
月

十
九
日

（
日
曜

日
）

町
内
皆
様

の

力

を
得

て
防
災
訓
練

が
自
治

会
館

に
於

い

て
盛
大

に
開
催
出
来
ま
し
た
事
を
心
か
ら
厚

御
札
申

し
上
げ

ま

す
。

当
日
は

天
候

に
も
恵

ま
れ
関

心

の
高

さ

と

相

ま

っ
て
、

子
供
十

名

を
含

め

百
三
十

五
名

の
参
加
を
頂

き
盛

大

に
催
す

こ
と
が
出
来

ま

し
た
。

参
加
者

皆

さ
ん
を

三
班

に
分

け

て

【
初

期

火
訓
練
】

【
煙
体
験
】

【
応
急
救
護
訓
練
】

を
交
代

で
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

【
初
期
消
火
訓
練
】

（
消
火
器
の
取
扱
）

ず
消
防
署
職
員
よ
り
、
消
火
器
の
取
扱
説

明
を
事
細

か
く
受
け
、
受
け
皿
に
可
燃
油
を

入
れ
て
火
を
付
け
、　
一
人

一
人
実
際

に
消
火

を
使
用
し
て
消
火
訓
線

に
入
り
ま
し
た
。

の
元
を
掃
く
用

に
消
火
器

の
粉
末
を
撤
く

と
教
え
ら

れ
ま
し
た
が

、
思

っ
た
よ
う

に
火

の
元

に
行

か
ず
、

み

ん
な
真

剣

に
訓
練

を
受

け
、
次
第

に
上
手

に
な

っ
た
次
第

で
す
。

又
、

油

の
火
力

の
強
さ

に
驚

い
た
人

も
多
く
、

特

に
主
婦

の
皆
さ
ん

に
、

訓
練

の
重
要
性

を
認

し
て
下

さ

っ
た
事

と
思

っ
て

お
り
ま

す
。

【
煙
体

験

】

テ

ン
ト
を
張

り
そ

の
周

り
を

ビ
ニ

ー
ル
で
覆

い
、
そ

の
中

に
無
害
煙
を
充

満
さ
せ
て
の
訓
練
、
初
め
て
の
人
が
多
く
入

リ

ロ
で
煙

の
凄
さ
で
立
ち
往
生

し
て
し
ま
う

、
中

で
前

が
見

え

な

い
と
大
声

を
出

す

人

も
い
ま
し
た
。
煙
体
験
を
し
て
本
当
に
良
か

っ

た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
が
、
実
際

の
火

で
は
、
有
害
ガ

ス
で
喉
ゃ
目
が
痛

く
な
り
、

呼
吸
困
難

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
火
災

の

恐

ろ
し
さ
を
考
え
る
と
、
如
何

に
火
を
出
さ

い
事
が
大

切
か
、

改

め

て
痛

感

し
た
事

と

い
ま
す
。

春

　

リ

ー
ダ

ー

【
応
急
救
護
訓
練
】

（
人
工
呼
吸
）
救
急

車
が
現
場

に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
が
、
七

～
八
分
要

し
ま
す
。

こ
の
間
の
救
急
処
置
が

救
命

の
大
き
な
鍵
を
握

っ
て
お
り
、
そ
の
救

命
訓
練
で
す
。
消
防
署
職
員
が
説
明
者
と
実

演
者

に
別
れ
て
、
手
順
と
人
工
呼
吸

の
方
法

を
事
綱
か
く
教
授
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。　
一

人

一
人
実
際

に
人
工
呼
吸
を
始
め
る
と
、
聞

い
て
い
る
と
き
は
判

っ
た

つ
も
り
で
も
、
手

・順
の
違
い
な
ど
で
こ
れ
で
は
、
救
命
ど

こ
ろ

一か
殺
し
て
し
ま
う
と
注
意
を
受
け
る
始
末
で

一し
た
。　
一
生

懸
命

な
議
員

の
手

を
取

り
な
が

一ら

の
教
示

で
、

何

と
か
合
格
す

る
事
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、

い
ざ

と
い
ぅ
時

に
役
立
て
一

ら
れ
る
と
、
全
員
が
訓
練
の
重
要
性
を
再
認
一

議
し
ま
し
た
。

【
炊
き
出
し
訓
練
】
婦
人
会

の
皆
様
が
訓

練

の
前

か
ら
準
備
を
始
め
、
消
防
署
の
議
員

と

一
緒

に
、
炊
き
出
し
器
具
を
使

っ
て
一《
と

ん
じ
る
》

《
ご
飯
》

（
炊
き
出
し
ご
飯
で
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
の
袋

の
中

に
米
を
入
れ
、
機
油

を
入
れ
大
釜
で
節
で
る
）
婦
人
会

の
皆
さ
ん

の
愛
情
が
入
り
豚
汁

の
旨
い
こ
と
、
ご
飯
も

普
段
と
違

っ
た
本
当

の
炊
き
出
し
な
の
で
、

な
ん
だ
こ
れ
は
と
思

い
ま
し
た
が

こ
れ
が
又

旨
い
、
熱

々
を
訓
練
が
終
ゎ

っ
て
全
員
で
頂

き
ま
し
た
。
婦
人
会

の
皆
さ
ん
に
は
早
朝
よ

り
有
り
難
う
御
座

い
ま
し
た
。

消
防
署
議
員

の
指
導

の
元
、
無
事

に
第
１

一回
の
防
災
訓
練
が
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し

一た
。
戦
員
様
よ
り
の
好
評
で
も
、
お
褒
め
の

一言
葉
を
頂
難
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご

参

加
ご
協

力

に
感
謝
申

し
上
げ

ま
す
。

今
後

も
機

会

を
得

て
開
催
致

し
ま
す
。
是

非

参
加
下

さ

い
ま
す
糠

お
尿

い
致

し
ま
す
。
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